
Let's try!

取組

医
療
機
関
を
利
用
す
る
私
た
ち
の

行
動
が
、
地
域
医
療
を
支
え
る
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
安
心
し

て
治
療
を
受
け
る
た
め
に
心
掛
け
た

い
行
動
を
紹
介
し
ま
す
。

特集 地域医療の今
　　ー北里柴三郎の新紙幣採用に寄せてー

「
地
域
医
療
」
と
は
、
病
院
な
ど

の
医
療
機
関
で
の
治
療
や
ケ
ア
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
る
医

療
体
制
の
こ
と
で
す
。
医
療
従
事
者

が
主
体
と
な
り
、
地
域
住
民
に
対
し

て
疾
病
の
予
防
や
健
康
維
持
・
増
進

の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

基
づ
き
、
在
宅
療
養
や
地
域
に
住
む

高
齢
者
、障
が
い
者
へ
の
支
援
活
動
、

妊
婦
へ
の
保
健
指
導
や
相
談
、
子
育

て
支
援
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
岐
に
わ
た
る
地
域
医
療
の
取
組

み
か
ら
、
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

救
急
医
療

救
急
医
療
と
は
、
突
発
的
な
事
故

に
よ
る
け
が
や
、
予
期
せ
ず
発
生
し

た
病
気
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療
全

般
を
指
し
ま
す
。
症
状
の
重
さ
に
応

じ
て
初
期
救
急
、
二
次
救
急
、
三
次

救
急
の
３
段
階
に
分
か
れ
て
対
応
し

ま
す
。

救
急
医
療
は
限
り
あ
る
資
源
で

す
。
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
体
調

に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
昼
間
の
診
療

時
間
内
に
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
す
が
、
本
当
に
必
要
な
時
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
「
１
１
９
」
で
救
急

車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

初期救急初期救急
対応できる症状
軽い病気やけが

受診方法
医療機関の外来へ直接

対応する医療機関
休日当番医・小児初期救急

二次救急二次救急
対応できる症状
入院・手術が必要な病気やけが

受診方法
救急車・自家用車等による搬送

対応する医療機関
北里大学メディカルセンター
桃泉園北本病院　　　　など

三次救急三次救急
対応できる症状
生命の危機に瀕するけがや急病

受診方法
救急車・ドクターヘリによる搬送

対応する医療機関
さいたま赤十字病院
埼玉医科大学総合医療センター　など

「
地
域
医
療
」
が
担
う
も
の

「
地
域
医
療
」
が
担
う
も
の

災
害
医
療

大
規
模
な
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
、
市
は
「
緊
急
医
療
救
護
所
」

を
各
地
域
に
設
置
し
、
医
療
機
関
等

と
連
携
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
（
傷
病
の

重
症
度
等
に
応
じ
た
治
療
優
先
度
の

決
定
）
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
重

症
度
な
ど
に
応
じ
て
病
院
等
へ
の
搬

送
を
行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
医

療
の
地
域
ご
と
の
中
核
と
な
る
病
院

を
、
県
が
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
し

て
い
ま
す
。

③
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を

心
掛
け
る

食
事
や
適
度
な
運
動
な
ど
の
健
康

管
理
や
健
康
診
断
の
受
診
を
心
掛

け
、
病
気
や
け
が
の
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

休
日
・
夜
間
の
急
な
け
が
・
病
気

休
日
・
夜
間
の
急
な
け
が
・
病
気
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周
産
期
医
療

母
体
・
胎
児
や
新
生
児
の
生
命
に

関
わ
る
事
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が

高
い
妊
娠
22
週
か
ら
出
生
後
7
日
未

満
ま
で
の
期
間
を
「
周
産
期
」
と

呼
び
ま
す
。

産
後
安
心
し
て
地
域
で
過
ご
せ
る

よ
う
、
産
科
や
小
児
科
、
市
が
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。

多数傷病者受入訓練の様子

家
庭
で
の
対
処
方
法
や
受
診
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
看
護
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
広
報
き
た
も
と
に

も
毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

救
急
相
談
・
医
療
機
関
案
内

＃
７
１
１
９

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、

　
　
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合
は

　
　
０
４
８
‐８
２
４
‐４
１
９
９

①
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に

体
調
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
昼
間

の
診
療
時
間
内
に
診
療
所
・
医
院

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
身
近
に「
か

か
り
つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と
で
、

よ
り
適
切
な
治
療
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
・
治
療
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

②
や
む
を
得
ず
休
日
・
夜
間
に

  

受
診
す
る
際
は
当
番
医
へ

休
日
当
番
医
は
広
報
き
た
も
と
、

新
聞
各
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す（
今

月
号
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

2024年７月１日発行②

人物北里柴
三
郎
は
１
８
５
３
年
に
現

在
の
熊
本
県
小お

ぐ
に
ま
ち

国
町
で
誕
生
し
ま
し

た
。
東
京
医
学
校
で
予
防
医
学
の
道

へ
と
進
む
と
、
卒
業
後
は
内
務
省
衛

生
局
で
コ
レ
ラ
の
原
因
菌
の
究
明
に

大
き
く
貢
献
。
そ
の
後
は
ド
イ
ツ
に

渡
り
、
破
傷
風
研
究
の
中
で
血
清
療

法
を
確
立
す
る
等
、
細
菌
学
者
と
し

て
世
界
で
の
地
位
を
築
き
ま
し
た
。

帰
国
後
は
伝
染
病
研
究
所
の
所
長

に
就
任
し
、
当
時
香
港
で
流
行
し
て

い
た
ペ
ス
ト
菌
を
発
見
。
予
防
法
を

指
導
し
、
日
本
に
お
け
る
ペ
ス
ト
感

染
拡
大
を
終
息
に
導
き
ま
し
た
。

　お札の肖像の選び方に法令などで決められた
ルールはありませんが、おおよそ以下のような
理由で選定されます。
① 偽造防止のため精密な写真が入手できること
② 品格のある紙幣にふさわしい肖像であること
③ 国民に広く知られ、業績が広く認められてい

る人物であること
　この３点を満たすため、多くは明治時代以降
の人物が選ばれています。また、新しいお札の
肖像画は、複数の写真を参考に、国立印刷局の
工芸官が専用に書き起こしたものです。
　改刷（お札のデザイン変更）の頻度はまちまち
ですが、近年ではおおよそ20年ごとです。今回
の北里柴三郎氏の肖像画が採用された新紙幣は、
これから日本を象徴するものとして長く使用され
ます。（紙幣画像：財務省ホームページより）
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お札の“肖像画”は
どうやって決まる？

「
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
医

者
の
使
命
」
と
の
信
念
の
も
と
、
予

防
医
学
を
実
践
し
た
北
里
は
、
近
代

日
本
医
学
の
父
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
北
里
は
「
研
究
の
成
果
は

広
く
国
民
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
医
学
を
社
会
に
還

元
す
る
「
実
学
の
精
神
」
の
重
要
性

を
説
い
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。

１
９
１
４
年
に
は
日
本
初
の
私
立

医
学
研
究
機
関
と
な
る
北
里
研
究
所

を
設
立
。
晩
年
は
福
沢
諭
吉
の
志
を

継
い
で
教
育
分
野
に
も
注
力
し
、
人

材
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

「
地
域
医
療
」
が
担
う
も
の

７月３日、20年ぶりに新しい日本紙幣が発行されます。中でも千円札に採用された偉人、「北里柴三郎」は、
北本市内の病院、北里大学メディカルセンターを運営する北里研究所の創始者であり、ゆかりの深い人物です。
今回の特集では、北里柴三郎と地域医療の今を紹介します。

私
た
ち
皆
で

支
え
る
医
療

北里柴三郎記念博物館提供

問健康づくり課母子保健担当（594-5544）

①広報きたもとNo.1037


